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特定非営利活動法人 友愛会　映画上映会
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  家族と生きる。自然の中で生きる。日系フィリピン人家族の絆の物語。
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日比NPO協働製作映画、2007年劇場公開作品

ケララ国際映画祭０３公式コンペノミネート

ベルリン･アジア･パシフィック映画祭０５公式コンペノミネート

サンパウロ国際映画祭０５公式コンペノミネート


　日 　時 ： 平成２１年１１月１日(日)
　　　　　１４:００～１７:００(上映時間は約２時間)

※当日は、今泉監督の挨拶・座談も予定
会 　場 ： 東京都人権啓発センター(右図参照)
〒111-0023 東京都台東区橋場一丁目１番６号

チケット： １,０００円 (映画資料とワンドリンク付)

お問合せ： 「アボン 小さな家」上映会事務局
　　　　　 電話番号０９０-９０８７-８７１０
ストーリー
　物語はまさに現代、西暦２０００年のフィリピンが舞台です。
　豊かな生活を求めてルソン島北部のコルディリエラ地方の村から　バギオの町へ出てきた日系フィリピン人三世のハポン。ジープニー（乗り合いジープ）の運転手をして働きながら、高級住宅地に家を買うことを夢見ていました。しかし妻が３人の子どもを置いて外国へ出稼ぎに行こうとし、不法斡旋業者の偽造パスポートが見つかり捕まってしまいます。出稼ぎ資金で多額の借金を抱えたハポンは、一獲千金の算段をするが上手くいかず、子どもたちと共に不法居住者地区の家も追われます。
　そして、やむなく日系２世の祖母が待つ故郷の村へ戻ります。しかし、子どもたちと共に、村であらためて発見したのは、豊かな自然と、伝統的な精霊信仰、そして自然の恵みを享受して楽しそうに暮らす山岳民族の人々でした…。ハポンは、そこで家族が生きて行く本当の場所を再確認するのです。
　物語の中には、小さな湧水がいくつも映しだされ、それがやがて一本の沢と山の全体を映し出します。個性にみちた登場人物の語る言葉、村や町の風景、クローズアップされる自然界の生き物たちの多様な形や色が、さらにこの映画の物語を豊かに彩っていきます。

監督メッセージ 

　第三世界と言う呼び名は、東西冷戦時代に西側東側の間にある発展途上国のことを指して生まれた言葉です。フィリピンの映画作家キドラット・タヒミックは自作の映画の中で第三世界のことを「機械を使わずに人々が力を合わせて問題を解決する方法」だと言いました。資本主義だろうが共産主義だろうが利用できるものは何でも利用して足りないところは皆で力を合わせて生きてゆく、というのが第三世界のしかも山の中で生きる人々の生活スタンスです。何でもいいから生きのびる主義です。今この生きのびる主義の視点から人間が生きると言うことや世界の有様を見てみると、まったく違った形と奥行きが見えてきてとってもおもしろいのです。
第三世界の生きのびる主義の人々にとっては、古いものも新しいものも同列に並んでいます。狩猟採集時代の様なライフスタイルから、政治的にも宗教的にも植民地政策の影響を受け大国の利害に巻き込まれて行った時代の歴史的産物や、現代のハイテクを駆使した最先端のライフスタイルまで、様々なものが混じり合って生活の中に同列に並んでいるのです。そこには人類がこれまで作り上げてきた道具や価値観の歴史博物館のような趣があって、新しい鏡で今まで見たことのない本当の世界の有様を見ているような新鮮な発見があります。経済大国のお金主義（環境問題でも家族の問題でも経済力さえあれば解決出来るとする主義）が益々力強くそんな山奥にまで影響を与えようとしている現在、彼らにとって、すべてを巻き込もうとするその大波をかわして生き続けるには、この第三世界の生きのびる主義（経済力・お金がなくたって問題解決出来る主義）しかありません。

　地球環境問題とはいったい何の問題なのでしょうか。地球や人類滅亡の危機と叫ばれてもう久しくたちました。人間がこの地球で生きるとはどういう事なのでしょうか。人間は何ひとつ自分で作り出すことはできません。地球の自然が作った物を利用しているにすぎないのです。それに気が付くまでにはもう少し森がなくなって食糧不足や薬害、石油不足や天災人災が増えて来るのを待たなければならないのでしょうか。自然と共に生きる豊かな生活って言うのはこういう事だったのです。

　様々な宗教が林立するフィリピン北部山岳地帯。この映画はそこで生きている未だ知られざる日系フィリピン人の家族サｰバイバル映画です。　派手なアクションシーンも豪華なセットもないけれども、思いっきり議論の的になる問題百出の内容を盛り込んで、豊ボケした私たちの頭をシェイクしつつ、もうひとつの文明のあり方を提示する。このまったく新しい低予算シリアス・コメディ映画を第三世界の山の中から世界へ向けて発信する、それがこの映画の企画の意図です。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(今泉光司)
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フィリピンの北部山岳地帯、コルディラ地方。


村々には豊かな自然が残り、伝統的で


つつましい生活が今でも息づいている。


そこには美しい家族の絆と人々の生き方があった。





今 泉 光 司  第 一 回 監 督 作 品


出演：ジョエル・トレ、バナウエ・ミクラット、キドラット・タヒミック


脚本：今泉光司＆クリスティー・Ｓ・アバン


製作：［特活］サルボン＆ルボン・バギオ（比NPO）


配給宣伝：アルゴ・ピクチャーズ


後援：国際交流基金、フィリピン芸術文化評議会


協賛：フィリピン航空
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